[bookmark: _GoBack]第5号様式(第3条関係)
(表面)
	　

	附置義務駐車施設概要書　　　　　　　※
	台帳番号
	　

	
	　
	

	　

	　
	(1)　建築物の名称
　建築主の住所・氏名
	電話　　　(　　　)　　　　　　　　
	　

	
	(2)　敷地の地名・地番
	　
	

	
	(3)　主要用途
	　
	

	
	(4)　設計者氏名
	電話　　　(　　　)　　　　　　　　
	

	
	(5)　敷地面積
	m2　
	建築面積
	m2　
	

	
	(6)　建築及び用途変更の有無
	□　有(新築・増築・用途変更)　　　　　□　無
	

	
	(7)　地域・地区
	1　(　　　　　　　)駐車場整備地区　　2　商業地域　　3　近隣商業地域
4　周辺地区　　5　自動車ふくそう地区　　6　都市再生駐車施設配置計画区域
	

	
	(8)　延べ面積
	申請部分(A)
	申請部分以外の部分(B)
	合計(A＋B)
	適用条項
(該当する欄全てにチェック)
	

	
	　
	　
	　
	特定用途
	百貨店その他店舗
	m2
	m2
	m2
	□　第17条
□　第17条の2
□　第17条の3
□　第17条の4
□　第17条の5
□　第18条
□　第19条の2
	

	
	
	
	
	
	事務所
	m2
	m2
	m2
	
	

	
	
	
	
	
	倉庫
	m2
	m2
	m2
	
	

	
	
	
	
	
	その他特定用途
	m2
	m2
	m2
	
	

	
	
	
	
	非特定用途
	m2
	m2
	m2
	
	

	
	
	
	　小計
	m2
	m2
	m2
	
	

	
	
	
	自動車及び自転車の駐車の用に供する面積
	m2
	m2
	m2
	
	

	
	
	　合計
	m2
	m2
	m2
	
	

	
	(9)　駐車施設
	条例による附置義務台数
	緩和台数
	既設置台数
	実附置台数
	設置台数合計
	

	
	
	
	
	
	平面式
	立体式
	地下式
	小計
	
	

	
	
	
	
	
	
	自走式
	機械式
	自走式
	機械式
	
	
	

	
	　
	駐車施設のある階
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	駐車の用に供する面積
	　
	m2
	m2
	m2
	m2
	m2
	m2
	m2
	m2
	m2
	

	
	
	台数
	小型車対応
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	

	
	
	
	普通車対応
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	

	
	
	
	障害者対応
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	

	
	
	
	荷さばき対応
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	

	
	
	合計
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	台
	

	
	(10)　条例による附置
　義務台数の計算
	　
	

	
	(11)　隔地駐車場設置場所
	　
	

	
	(12)　機械装置名等
	認定番号：　　　　　　　　　特殊装置の分類：
特殊装置の名称：　　　　　　製作会社名：
	

	
	※　確認年月日番号
	　　　　年　　月　　日　　　　第　　　　　　　　号
	

	
	※　検査完了年月日
	　　　　年　　月　　日
	

	　


(日本産業規格A列4番)



(裏面)
	　案内図及び建築物の配置図(駐車施設の位置が分かるもの)

	　
	　
	　

	
	備考
	

	(注意)1　建築及び用途変更を行う場合は、「有」の□欄にチェックを付けた上で、新築、増築又は用途変更のうち、該当するもの全てに丸を付けてください。
　　　2　小型車対応とは、幅2.3m以上×奥行き5m以上、普通車対応とは、幅2.5m以上×奥行き6m以上、障害者対応とは、幅3.5m以上×奥行き6m以上、荷さばき対応とは、幅3m以上×奥行き7.7m以上×はり下高さ3m以上、又は幅4m以上×奥行き6m以上×はり下高さ3m以上の規模を有する駐車施設をいいます。
　　　3　(9)駐車施設　隔地駐車場に設けた駐車施設の台数は括弧書(内数)で記載してください。
　　　4　※欄は記入しないでください。


(日本産業規格A列4番)
